
                 

全
施
連
は
昨
年
10
月
に
支
部
長
会
議

の
議
決
を
経
て
、
法
人
化
の
手
続
き
を
進

め
て
い
ま
し
た
が
、
一
般
社
団
設
立
申
請

は
10
月
28
日
付
で
受
理
さ
れ
ま
し
た
。 

                 

こ
の
度
の
Ｈ
23
年
度
第
３
回
支
部
長 

会
を
一
般
社
団
法
人
設
立
総
会
と
し
て

宮
崎
市
青
島
の
ビ
ー
ム
ビ
ー
チ
ホ
テ
ル

で
開
催
し
ま
し
た
。 

 

設
立
総
会
で
は
出
席
し
た
各
県
支
部

長
を
中
心
に
、
組
織
体
制
、
活
動
方
針
等

の
詳
細
を
議
論
し
、
骨
格
を
決
め
ま
し
た
。 

 

運
営
に
関
す
る
詳
細
は
運
営
細
則
で

規
定
す
る
こ
と
で
設
立
総
会
は
終
了
し

ま
し
た
、 

     

今
回
、
全
施
連
が
法
人
化
す
る
こ
と
で

何
が
変
わ
る
の
で
し
ょ
う
か
？ 

 

由
岐
透
会
長
は
「
全
施
連
は
最
近
特
に

全
国
的
な
活
動
を
展
開
す
る
機
会
が
増

え
て
き
て
い
ま
す
が
、
国
に
要
望
書
を
出

す
、
各
政
党
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
出
る
と
き

に
、
全
施
連
の
活
動
を
広
く
知
っ
て
い
た

だ
き
、
活
動
内
容
を
理
解
し
て
い
た
だ
く

た
め
に
、
社
団
法
人
と
し
て
活
動
し
て
い

る
実
績
が
そ
の
裏
づ
け
づ
け
に
な
る
と

思
い
ま
す
。」
と
述
べ
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
全
施
連
の
今
後
の
活
動
は
、
今

ま
で
以
上
に
組
織
的
活
動
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。 

 

従
来
か
ら
検
討
さ
れ
て
き
た
組
織
活

動
の
強
化
の
た
め
の
広
報
部
会
、
調
査
研

究
部
会
な
ど
を
設
け
ま
し
た
が
、
今
後
も

よ
り
組
織
的
な
活
動
を
し
て
い
く
た
め

に
、
一
層
組
織
体
制
の
強
化
を
図
る
こ
と

が
不
可
欠
で
す
。 

 

大
き
く
変
わ
る
こ
と
は
、「
よ
り
組
織

的
な
運
営
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
し
ょ

う
か
」
と
由
岐
理
事
長
は
語
っ
て
い
ま
す
。 

    

組
織
体
制
は
各
県
の
代
表
者
を
全
員

理
事
と
す
る
が
、
組
織
の
活
動
を
迅
速
に

行
う
た
め
に
も
、
当
面
理
事
長
の
も
と
に

２
人
の
副
理
事
長
、
部
会
長
（
副
理
事
長

兼
任
の
場
合
も
あ
る
）、
地
域
ブ
ロ
ッ
ク

会
ご
と
の
代
表
者
を
加
え
た
６
～
７
人

で
構
成
す
る
常
任
理
事
会
を
置
く
。 

 

部
会
は
当
面
、
広
報
部
会
と
調
査
研
究

部
会
の
二
つ
で
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
に
、

活
動
体
制
の
再
編
を
現
在
行
っ
て
い
る
。  

支
部
長
会
は
今
後
理
事
会
に
、
ま
た
、

部
会
活
動
と
ブ
ロ
ッ
ク
会
を
電
話
会
議

等
の
効
率
的
な
や
り
方
で
行
う
こ
と
で

費
用
の
節
約
を
工
夫
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。 

   

法
人
化
し
た
こ
と
に
加
え
て
、
一
層
全

国
組
織
に
ふ
さ
わ
し
い
加
盟
県
の
増
を

図
る
こ
と
、
顧
問
団
に
加
え
て
加
盟
組
織

の
中
の
人
材
の
活
用
等
で
発
信
力
の
強

化
を
図
る
こ
と
、
財
政
の
強
化
等
が
重
要

だ
と
考
え
ま
す
。 

 

      

Ｈ
24
年
６
月
に
開
催
予
定
で
す
。
開

催
地
は
後
日
案
内
し
ま
す
。 

 

ま
た
、
厚
生
労
働
省
や
民
主
党
議
員
懇

談
会
の
方
々
と
の
会
合
を
望
む
各
県
の

要
望
と
考
慮
し
て
、
出
来
れ
ば
３
月
に
東

京
で
臨
時
の
理
事
会
を
開
催
す
る
計
画

を
進
め
る
こ
と
も
仮
決
め
し
ま
し
た
。 

     

Ｈ

24
年

11
月
６
日
（
水
）
～
７
日

（
木
）
に
大
分
市
の
大
分
全
日
空
ホ
テ
ル

オ
ア
シ
ス
タ
ワ
ー
に
て
開
催
が
決
ま
り

ま
し
た
。 

 

こ
れ
か
ら
３
月
ま
で
に
大
会
テ
ー
マ

や
大
ま
か
な
大
会
次
第
が
ま
と
ま
る
予

定
で
す
。 

 

あ
わ
せ
て
、
７
日
（
木
）
～
８
日
（
金
）

に
理
事
会
も
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。 

     

 

Ｈ
24
年
１
月
18
～

19
日
に
、
全
施
連
Ｈ
23
年
度
第
３
回
支
部
長
会

（
一
般
社
団
法
人
設
立
理
事
会
）
が
宮
崎
市
で

21
県
か
ら
47
名
の
代
表

が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

今
回
は 

①
全
施
連
を
取
り
巻
く
直
近
の
状
況
と
全
施
連
の
動
き
、
②

各
県
の
現
状
報
告
、
③
法
人
組
織
等
の
審
議
、
④
全
施
連
の
骨
格
提
言
に

対
す
る
意
見
書
、
⑤
全
施
連
の
提
言
の
進
捗
状
況
、
⑥
全
施
連
ニ
ュ
ー
ス
、

⑦
年
度
末
ま
で
の
予
定
、
⑧
義
援
金
の
報
告
と
第
２
回
目
配
布 

⑨
他 

に
つ
い
て
熱
心
に
議
論
を
行
い
ま
し
た
。 

 

内
容
は
各
県
ご
と
に
お
伝
え
し
ま
す
が
、
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

全
施
連 

ニ
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ー
ス 
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第
３
回
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会
議 
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般
社
団
法
人
理
事
会
）開
催 

全
施
連
は 

一
般
社
団
法
人 

と
し
て
再
出
発 

法
人
化
す
る
と 

何
が
変
わ
る
の
？ 

ど
う
な
る
の
か 

今
後
の
運
営 

今
後
の
課
題
は 

今
後
の 

全
施
連
の
予
定 

《
次
回
理
事
会
・
総
会
》 

《
Ｈ
24
年
度 

全
施
連
大
分
大
会
》 
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全
施
連
と
し
て
は
、
骨
格
提
言
の
理
念
、

方
向
性
に
つ
い
て
、
基
本
的
に
は
評
価
す

る
と
こ
ろ
で
す
。 

 

し
か
し
、
総
じ
て
理
念
先
行
の
感
が
強

く
、
加
え
て
、
解
釈
等
の
議
論
が
な
い
ま

ま
に
障
害
者
権
利
条
約
を
前
提
と
し
て

い
る
た
め
、
既
存
の
入
所
施
設
の
あ
り
方

や
現
在
の
現
場
の
問
題
点
を
踏
ま
え
た

視
点
で
の
議
論
が
充
分
で
は
な
い
と
考

え
ま
す
。
そ
の
結
果
、
知
的
障
害
者
、
特

に
入
所
施
設
を
利
用
し
て
い
る
知
的
障

害
者
に
つ
い
て
の
検
討
が
不
十
分
で
あ

り
、「
我
ら
の
こ
と
を
抜
き
に
決
め
な
い

で
」
と
い
う
立
場
が
、
反
映
さ
れ
て
い
な

い
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。 

 

身
体
障
害
者
の
意
見
で
知
的
障
害
者
、

精
神
障
害
者
の
こ
と
を
決
め
る
べ
き
で

は
な
く
、
ま
た
、
知
的
障
害
者
の
意
見
で

他
の
障
害
者
の
こ
と
を
決
め
る
べ
き
で

は
な
い
と
考
え
ま
す
。
知
的
障
害
者
は
本

人
が
希
望
す
る
こ
と
を
言
語
で
表
現
す

る
こ
と
が
困
難
な
人
た
ち
で
す
。
全
施
連

は
本
人
達
に
代
わ
っ
て
、
骨
格
提
言
に
つ

い
て
の
意
見
表
明
を
行
い
ま
し
た
。 

 

       

11
月
か
ら

12
月
に
か
け
て
全
施
連

は
民
主
党
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
、
日
本
障

害
者
協
会(

Ｊ
Ｄ)

政
策
委
員
会
等
や
Ｊ

Ｄ
Ｆ
全
国
大
会
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
も
全
施

連
と
し
て
の
発
言
を
行
い
ま
し
た
。 

 
こ
れ
ら
の
意
見
表
明
は
多
く
の
関
係

者
の
発
言
、
例
え
ば
「
入
所
施
設
の
問
題

は
積
み
残
し
た
問
題
だ
」｢

施
設
ケ
ア
の

全
否
定
が
出
来
る
の
か
、
障
害
特
性
か
ら

施
設
ケ
ア
が
必
要
と
す
る
人
が
い
る
と

す
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な
施
設
ケ
ア
の
在
り

方
を
目
指
す
の
か｣

な
ど
入
所
施
設
で
の

支
援
に
関
す
る
再
検
討
の
兆
し
も
見
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
こ
と
は
、
全
施

連
の
活
動
の
成
果
と
し
て
注
目
さ
れ
て

い
ま
す
。 

   

全
施
連
は
骨
格
提
言
に
対
す
る
意
見

表
明
を
行
い
ま
し
た
が
、
引
き
続
き
あ
る

べ
き
施
設
像
を
念
頭
に
全
施
連
と
し
て

の
提
言
を
ま
と
め
、
今
後
の
障
害
者
総
合

福
祉
法
の
中
に
、
反
映
で
き
る
よ
う
に
必

要
な
行
動
を
と
っ
て
い
く
考
え
で
す
。 

ま
た
、
年
度
内
に
行
わ
れ
る
各
障
害

団
体
と
し
て
の
意
見
表
明
や
国
の
法
案

検
討
と
同
じ
テ
ン
ポ
で
検
討
を
行
い
、
必

要
に
応
じ
て
意
見
表
明
や
議
論
を
尽
く

す
行
動
を
す
る
こ
と
で
す
。 

     

請
願
活
動
は
各
県
の
事
情
を
踏
ま
え

つ
つ
も
、
推
進
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。 

こ
の
重
要
な
時
期
に
よ
り
強
く
我
々

の
思
い
を
伝
え
て
い
く
た
め
に
、
全
施
連

と
し
て
各
地
方
議
会
か
ら
国
に
我
々
の

声
を
届
け
る
運
動
と
し
て
重
視
し
て
取

組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

 

各
県
で
の
今
ま
で
に
流
れ
も
あ
り
ま

す
が
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
で
協
議
を
進
め
、
入

所
施
設
の
必
要
性
を
提
言
に
ま
と
め
て
、

発
信
し
て
い
き
ま
す
。 

   
全
施
連
の
４
項
目
の
請
願
は
す
で
に

取
り
組
み
を
始
め
て
い
る
県
が
あ
る
一

方
、
県
に
よ
っ
て
は
従
来
か
ら
独
自
の
取

り
組
み
を
行
っ
て
お
り
、
急
に
こ
の
請
願

を
行
う
こ
と
は
難
し
い
と
い
う
意
見
も

あ
り
ま
し
た
。 

 

議
論
は
あ
り
ま
し
た
が
、
出
来
る
だ
け

同
じ
請
願
が
出
さ
れ
、
そ
の
請
願
が
各
地

方
議
会
で
議
決
さ
れ
た
な
ら
、
そ
の
請
願

内
容
が
国
に
対
す
る
意
見
書
と
し
て
国

(

内
閣
総
理
大
臣
等)

に
伝
達
さ
れ
る
効

果
の
大
き
さ
は
理
解
さ
れ
ま
し
た
。 

 

言
葉
で
い
う
ほ
ど
請
願
が
議
決
さ
れ

る
か
は
簡
単
で
は
な
い
が
、
提
出
す
る
意

義
は
理
解
が
進
ん
だ
よ
う
で
し
た
。 

 

こ
の
請
願
活
動
を
全
施
連
が
い
か
に

一
致
し
て
取
り
組
め
る
か
が
、
24
時
間

切
れ
目
の
な
い
入
所
施
設
の
新
設
に
大

き
な
イ
ン
パ
ク
ト
に
な
る
こ
と
は
確
か

で
す 

   

請
願
は
国
民
に
認
め
ら
れ
た
憲
法
上

の
権
利
の
一
つ
で
、
国
や
地
方
公
共
団
体

の
機
関(

国
・
官
公
署
・
地
方
議
会
等)

に
対
し
て
希
望
を
述
べ
る
こ
と
を
言
い

ま
す
。 

 

そ
の
根
拠
は
、
憲
法
第
16
条
、
請
願

法
に
、
ま
た
、
国
会
へ
の
請
願
に
つ
い
て

は
国
会
法
第
79
条
～
82
条
、
地
方
議
会

へ
の
請
願
は
地
方
自
治
法
第
124
条
、
第

125
条
に
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

請
願
に
は
紹
介
議
員
は
必
要
で
す
。
請

願
書
が
提
出
さ
れ
る
と
、
議
会
ご
と
に
決

め
ら
れ
た
日
ま
で
に
受
理
さ
れ
た
請
願

は
議
会
運
営
委
員
会
に
諮
ら
れ
、
全
会
一

致(

多
数
決
で
は
な
い)

で
決
定
さ
れ
た

ら
本
会
議
で
採
択
さ
れ
ま
す
。
そ
の
他
に

議
員
提
案
に
よ
る
意
見
書
は
多
数
決
で

採
択
さ
れ
政
府
に
届
け
ら
れ
ま
す
。
手
続

き
等
は
、
各
地
方
議
会
に
よ
っ
て
書
式
や

細
か
な
規
程
の
違
い
が
あ
り
ま
す
の
で
、

各
県
ご
と
に
議
会
事
務
局
等
で
ご
確
認

下
さ
い
。 

 
 

     

由
岐
理
事
長
か
ら
「
現
在
、
全
施
連
が

預
か
っ
て
い
る
義
援
金
の
中
に
デ
ン
マ

ー
ク
の
方
々
か
ら
の
義
援
金
（
32
万
円

余
）
は
全
施
連
の
義
援
金
か
ら
切
り
離
し
、

昨
年
同
様
に
岩
手
、
宮
城
、
福
島
、
茨
城
、

栃
木
、
千
葉
の
各
県
に
お
贈
り
し
た
い
」

と
の
提
案
が
あ
り
、
満
場
一
致
で
提
案
ど

お
り
決
定
し
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
本
年
度
の
東
日
本
大
災
害
被
災

者
（
障
害
を
持
つ
方
々
）
に
義
援
金
を
贈

る
こ
と
が
提
案
さ
れ
、
現
在
、
全
施
連
に

あ
る
義
援
金
（
３
４
８
万
円
余
）
に
つ
い

て
も
、
あ
わ
せ
て
各
県
に
配
分
し
、
贈
呈

す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。
贈
呈
日
程

は
現
地
と
調
整
の
う
え
決
定
し
ま
す
。 

 

ま
た
、
兵
庫
県
の
代
表
か
ら
「
我
々
も

17
年
前
に
阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
経
験

し
て
い
ま
す
。
東
日
本
大
震
災
の
被
災
者

の
方
々
は
忘
れ
ら
れ
る
こ
と
が
怖
い
の

で
す
。
全
施
連
の
義
援
金
支
援
は
無
期
限

で
行
う
べ
き
で
す
。」
と
い
う
提
案
が
あ

り
、
義
援
金
は
今
後
も
息
長
く
、
幅
広
い

支
援
の
輪
を
続
け
て
い
こ
う
と
、
全
参
加

者
の
賛
成
で
決
ま
り
ま
し
た
。 

 

具
体
的
な
募
金
活
動
に
内
容
に
つ
い

て
は
改
め
て
ご
案
内
を
行
い
ま
す
。 

骨
格
提
言
に
関
す
る
全
施
連
の
考
え
方 

理
念
は
評
価
で
き
る 

骨 
格 
提 

言 

《
今
ま
で
の
取
り
組
み
》 

《
今
後
の
取
り
組
み
》 

《
全
国
統
一 

請
願
活
動
に
力
を
！
》 

《
請
願
推
進
の
意
味
》 
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東
日
本
大
災
害
の 

義

援

金

継

続

！ 

《
請
願
は
国
民
の
権
利
》 


